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Cytochrome P4501A1遺伝子多型と

喫煙習慣および血液学的検査所見との関連

篠崎 眞一 山縣然太朗

飯島 純夫 浅香 昭雄

　喫煙対策において，個人の素因に適合した1次予防の方策を探ることを目的とし，肺癌発生と関連がある

とされるCYP1A1遺伝子型が喫煙習慣や血液学的検査所見とどのような関連があるかを男性391人を対象に

検討を行い，喫煙者においてVal対立遺伝子をもつ個体の白血球数はVal対立遺伝子をもたない個体の白

血球数に比べて有意に多いという結果を得た。さらに，重回帰分析により喫煙者の白血球数にCYP1A1遺

伝子型および1日喫煙本数が有意に関連していた。しかし，CYP1A1遺伝子型と喫煙習慣には統計学的に

有意な関連は認められなかった。
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